
ふるさと わがまち わが地域 
麻呂子親王のゆかりの 願興寺（がんごうじ）地区２５０６１９ 

世帯数 １２世帯（実質） 
人口   ４４人 
（平成２５年７月１日） 

★地区概要 

願興寺地区は、その名が示す通りお寺が存在し（現在は薬師堂のみ）その名が
地名となっています。このお寺は麻呂子親王に縁の丹後七仏薬師が安置されて
いる寺院で仏像としては本尊薬師如来坐像と日光・月光両脇侍像（りょうわきじ
ぞう）が伝えられています。 
 本尊は８７㎝で右手を挙げ左手に薬壺を執り目に水晶を使用する玉眼嵌入
（ぎょくがんかんにゅう）の像で、面長な顔立ち、幅広の体躯、分厚い感じの着衣
の表現などの室町時代の特色を示しています。日光・月光は高さ９６㎝で本尊と
同じく室町時代の仏像です。 
 興味深いのは、この薬師如来像は、厨子に納められた小さな胎内仏を有して
いることです。このことは、麻呂子親王が鬼退治の成功を祈願して、『雲原の仏
谷』において、馬の鞭から小さな薬師如来を掘る場面が絵巻に語られており、こ
の物語と符号するものとなっています。 
 現在この三尊像は、京丹後市古代の里資料館（定休日：火曜日・ＴＥＬ０７７２－
７５－２４３１）で見ることができます。（広報たんごより） 
    

 古来より由緒ある寺として栄え、中世まで本堂十間（一間は約１．８１８ｍ）四方
七堂伽藍をもつ大寺でした。現在は縮小された薬師堂が、こじんまりと鎮座して
いる。願興寺の石高６２石余はことごとく寺領であり、その境内は二町歩（一町は
約１０９．０９ｍ）、寺侍を抱え、御用鍛冶をはじめ、御家人の住居が軒を並べて
いました。（丹後町史より） 
なお、地区から薬師堂までは市道を山側に約７００ｍです。 

集会場 

地蔵尊 

世帯数 １３世帯 
人口   ６８人 
（昭和３０年１０月１日） 

薬師堂正面にある中世のものであろ
うか、宝篋印塔が三基残り五輪の塔
と共に並んでいます。（丹後町史より） 

地区の入口にひっそりと鎮座して
いるお地蔵様。お盆にはたくさんの
お参りがあります。 

真言宗 
彗鏡山願興寺（廃寺） 
宝蔵寺（岩木）境外仏堂 
 

薬師堂 

八日薬師     毎年７月８日に区の行事としてお参り。（当日は１１人参加） 
（ようかやくし）  昔は、一晩中籠って法要していました。 

  願興寺古墳群（１号墳墳丘 ） 
現在確認されているものは方墳９基、
円墳１基の１０古墳です。 
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麻
呂
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親
王
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鬼
退
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引
用
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後
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つ
い
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